
超純水は、使用目的や用途によって、管理指標が異なります。
「超純水設備の評価」「微量汚染による製品不良・設備トラブルの未然防止」
などの指標として、シリカ分析は重要な役割を果たしています。

超純水中のシリカ試験方法

「使用している超純水」大丈夫ですか？
～ シリカ分析 ～

技術資料番号 2513

当社では、【JIS K 0555 超純水中のシリカ試験方法について】規定のモリブデ
ン青抽出吸光光度法の分析に対応しています。

■JIS K 0557によって、用水･排水の試験に用いる水の種別(A1～A4)ごとに
水質が規定されており、最も高純度A4レベルの分析に対応しています。

当社
対応

種別及び質
項目

A4A3A2A1
○2.5 以下5.0 以下50 以下－シリカ μgSiO2/L

JIS K 0557によって、用水･排水の試験に用いる水の種別に規定されている他の項目、電気伝導率、
全有機炭素(TOC)、亜鉛、塩化物イオン*1、硫酸イオン*1にも当社は対応しています。
*1:東レリサーチセンターで測定

「超純水装置の電気伝導率は18.2MΩ・cmと表示されているけれど・・・・」
シリカなどの項目も超純水の基準を満たしているのか測定してみませか？

■シリカをモリブデン酸イオンと反応させ、発色した青色を吸光光度計で測定し
シリカ濃度を求めます。

使用されている超純水を確認しませんか?!

抽出されたモリブデン青溶存シリカ

ケイモリブデン酸(黄色錯体)

モリブデン青

■適用範囲：超純水・高度に精製した水


